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XUTianJing副教 授(延 辺 大 学 、 中 国)の
ア ポ イ ン トメ ン ト ・プ ロ グ ラ ム 招 請 に つ い て
文学部教授 藤 田 直 情
1997年度国際交流基金事業(ア ポイ ントメ ン ト・プ ログラム)に よ り、延辺大学
よ り田景副教授をお招 き した。
田副教授 は、1955年に中国吉林省清縣で生 まれ、地元延 吉市 の高校 を卒業後中国
全土か ら秀才が集 う北京大学 に進学 された。北京大学 では地理学を専攻 され、同大
学卒業後再 び吉林省に戻 られ、1982年に延辺大学外 国語学科講師に着任 された。19
86年か らは同大学地理科 に講師 と して移籍 され、 その後副教授 として活躍 された。
1993年か らは外事所長(専 任)に 就任 され、現在同大学 の国際交流事業 の責任者 と
して活躍 されている。
主要著作 と しては、 自然地理学か ら人文地理学 まで大変 に幅広 い。最近 では、環
境 問題 に関心が集 中 して きてお り、 「頭満江地域開発の 自然資 源と利用」(共 著 、
1996年)、「環境 問題 と地 域開発」(共 著、1997年)などが出版 されて いる。延辺
地 域は豆満江を挟んで北朝鮮に面 してお り、環境問題 に関 しては国際的 に注視 され
ている地域 の一つであることと無関係ではなかろ う。 また、同地域が中国 にお ける
朝鮮民族 自治区である ことか ら、 「韓 国人の中国語学習展望 に関する研究」(国 家
教育委 員会 、1997年)など地理学以外 の分野 に属 す る研究 も積極的 に出版 されてい
る。
この ような田副教授 の問題意識 と関心テーマは、1997年10月6日か ら15日までの
滞在期間中に行われた、学部生 な らびに大学院生 を対象 に した講義 にいかん な く盛
り込 まれ、出席者か ら大変 に大 きな反響を得 られたよ うであ る。以下 に、二回行わ
れ た講 義の概要を示 す。
第一回 目の講 義は 「中国の環境問題 と持続的発 展」 とい うテ ーマの もとに行われ
た。 そこでは中国生態環境の脆弱性 の問題 、都市 化 と環境問題 、さらに中国の持続
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的発展 と 「中国世紀論」 といった現 代中国が直面する重要な諸問題 と21世紀世界 の
なかでの中国に関する先生 の視座 が最新 のデータと資料 を駆使 されなが ら示 された
ことか ら、参加 した大学院生 や学生 にとって普通ではなか なか分 か りに くい側面が
大変 に分か りやす く好評 であ った。
第二回 目の講義は 「市場経済の中での中国朝鮮族社会 の変化」 というテーマで行
われた。 この種 の講 演が和泉校 舎で開かれ ることが少ない ことと、で きるだけ若 い
時期に海外学識者の話を聞かせた いとい う趣 旨か ら、1・2年 生 を対象 に講演 して
いただいた。 この講演の主 な論点 は人 口の構造変化 と朝鮮族民族教育の問題点であ
った。激動す る中国の政 治経済お よび社会の なかで固有の伝統的思想観念 を維持 し
て きた朝鮮族社会 に も大 きな変 化が生 じ、 これにともない新 たな問題点 も発生 して
きていることが示 された。わが国 もか って伝統的思想観念の喪失 プ ロセスを経験 し
ているが、 これ とはか な り質 を異 にす る多民族国家 中国 にお ける特殊性が浮 き彫 り
に され、多 くの参加学生の興味 を引いた。
講義はいずれ も日本語を中心 に、理解 を深 めるために流暢 な英語 を随所に駆使す
る形 で進 め られ、英語の習得 のために出席 した学生 に も配慮 された ものとな った。
朝鮮系中国人学者田景先生か ら延辺地域、中国にお ける少数民 族の現状 と問題 、中
国の国勢 、中国世紀論 などについて、ご自身 の経験 をふ まえなが ら専門家 としての
鋭 い切 り口で説明 され、学部生 および大学院生 にとって今後の学習上 、研究上大 い
に刺激的な講義 であ った と確信 している。 この ことは講義終 了後に多数 の質 問が寄
せ られた ことか らも明 らかであ る。 こうした学生の リアクシ ョンに先生 は好感 を も
たれたよ うで、大変 お喜 びにな ってお られた し、次第に積極的 に自分 の考えを主張
す るようにな ってきた明治大学生 が こうした機会を通 じて着実 に多 くな って きてい
ることが実感で きた ことは私 に とって も望外 の喜 びである。
今回の田先生の招請 には上記 の他 に もう一 つの重要な目的が あった。 それは本学
と延辺大学 との間に締結 された学術交流協定 を どのように実質化 させてい くのかに
っ いての話 し合 いを もつ とい うことであった。 このため講義 の合間に大学および国
一53一
際交流セ ンター関係者 との意見交換 が精力的 に重ね られた。
最後 に、 このよ うな機会 を与えて くれた国際交流セ ンター運営委 員な らびに関係
各位 に厚 くお礼 申 し上 げ る次第です。
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